青明舎　フェイスシート

　平成22年1月25日　　担当：福士　一
	入　所　者
	氏　名　　助川　隼人　様　　　　　男・女　　　　昭和51年　8月　5日生（32歳）

	
	住　所　〒031-0802　八戸市小中野5丁目13-2　パンションリヴィエラ5G

電　話　（内）57　（外）22-5223

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成11年頃　（22歳頃）
	罹 患 期 間
	約10年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	みちのく記念病院
	外来受診日
	土曜日（毎週）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	精神（2級）

	経済状況
	年金
	なし

	
	生活保護
	月額　約9万円（冬11万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	

	日中活動の場
	水産科学館　マリエント
就労移行支援事業所　うみねこ幸房

	住まいの場
	パンションリヴィエラ

	利用年月日
	Ｈ20年5月19日
	身長
	167㎝
	体重
	60㎏

	最終学歴
	盛岡工業高校電気科（定時制）　卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	1ヶ月
	ホテル東日本（盛岡）
	仕事が合わない
	

	
	1ヶ月
	トラック運転手（八戸市）
	会社の物を壊し辞めさせられた
	

	
	1ヶ月
	土木業
	不明
	

	
	1ヶ月
	土木業（神奈川県）
	→両親と共に勤める
	

	
	1ヶ月
	日産自動車工場
	仕事内容がきつかった
	

	
	1ヶ月
	熊さんラーメン工場（八戸市）
	→期間工
	

	
	5ヶ月
	ユニバース
	不明
	

	
	3ヶ月
	自動車ガラス工場（愛知県）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	富士重工業（群馬県）
	→期間工
	

	
	1ヶ月
	八戸物流サービス（八戸市）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	スズキ自動車（静岡県）
	→期間工
	


	
	6ヶ月
	トヨタ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月（H15.11）
	ＢＳネットワーク（人材派遣）

→トヨタ自動車
	→期間工


	

	
	6ヶ月（H16.11）
	株式会社　大豊（人材派遣）
	詳細不明
	

	
	1年（H17.11）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工を終え実家へ戻る
	

	
	6ヶ月（H19.3）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工
	

	
	H21.5
	就労移行支援事業所うみねこ幸房
	
	

	
	H21.9
	うみねこ幸房からマリエントへ

週２日の実習を開始
	
	

	保　護　者
	氏　名　　種　田　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事に就き、安定した収入を得たい。

	入院・治療歴

	①平成11年頃（通院１回で中断）　　みかわ神経内科　　　　　　通院　　うつ病

②平成20年4月　　　　　　　　　　みちのく記念病院　　　　　通院　　統合失調症

	生活歴

同胞4名の末子として出生。小学校時代は明るい性格で友人も多かったが、中学にあがる頃から人見知りが激しく大人しい性格となり友人との交流も少なくなった。八戸光星学院高校普通科へ進学するも、いじめをきっかけに登校拒否となり中退。その後は母と二人で盛岡へ転居、盛岡工業高校定時制電気科に入学し卒業する。卒業後は料理店へ就職し、調理場の皿洗いを行っていたが合わないという理由で辞める。その後も様々な職業に就くが長続きせず、出稼ぎしては帰郷を繰り返していた。平成19年10月に帰郷してからは仕事に就かず、長姉が管理する父母の年金を生活費とし、足りない分はこれまでの貯金をくずし生活にあて暮らしていた。精神科通院歴は22歳時に無為・自閉・希死念慮出現し、三姉から病院受診勧められみかわ神経内科受診。うつ病と診断されるも、自己判断で１度通院したきり中断している。31歳時に空笑あり、長姉に精神科受診を再度勧められみちのく記念病院受診し統合失調症の診断を受ける。生活保護受給のための世帯分離を行い、H20.9母が青南病院退院し南郷の高齢者住宅に入居、父が入替り青南病院入院となったため、H20.10より南郷自宅を出てパンションリヴィエラでの単身生活を開始。現在、父は、特別養護老人ホームやくら荘へ入所中。H21.5より就労移行支援事業所うみねこ幸房を経て、H22.1より水産科学館マリエントにて社会適応訓練を実施している。

	[image: image1.bmp]家族構成
	家族状況

【父】特別養護老人ホーム　やくら荘
【母】南郷高齢者住宅　りらの家
【長姉】千葉県在住。

【二姉】八戸市内在住。

【三姉】八戸市内在住。


	氏　名
	助川　隼人　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年8月5日（32歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）安定した生活を送りながら、就労継続しながら賃金を得る事が出来る。

（短　期）安定した就労訓練を行う。


	これまでの経過（前回評価日　20年11月10日）

	【前回の問題点】
これまで期間工として自動車工場での仕事を行ってきたことで、短期で高収入を得ることを繰り返してきた為か、地道な作業や継続した就労に対しての慣れがなく、7/3～8/4（週1回程度）で実施してきた農作業の日雇い労働でも集中力の無さ、飽きっぽさが窺えた。途中、内緒で愛知県の自動車工場での期間工に面接を受けていた事実が判明し突発的な行動をとることがあった。しかし、無職となりこれまで貯めていた貯金を切り崩しながらの生活を体験したことで、現在では「短期ではなく長期で仕事がしたい」との発言も聞かれている。

【社会資源】
H21.5　パンションリヴィエラにて、清掃作業を行っていたが、生活リズムを整える事と体力をつける事を目的に就労移行支援事業所うみねこ幸房を利用。月・火・木・金はうみねこ幸房、水曜日は休日（外来受診）、土・日曜日はみちのく記念病院デイケアの利用となり、うみねこ幸房利用に伴い、パンションでの清掃作業は休止となる。
H21.7より火・木の週2日で水産科学館マリエントの実習を開始。作業内容は、主に館内外の清掃作業。
今後の支援方針として社会適応訓練についてマリエントに説明し、八戸保健所に協力事業所としての実施要綱を説明してもらう。H21.12に水産科学館マリエントの社会適応訓練の協力事業所の申請が終了し、H22.1に協力事業所となる。
【就労支援】
H21.7より10時～12時の2時間で火・木の週2日でマリエントでの実習を開始。実習開始後、交通ルートを確認するも理解ができておらず、バスの乗り換えをせずに歩いている為、何度かバス停からの同行を実施し、一人で行うように出来ているが、同月、体調不良を理由に数日間実習を欠席している為、面談を実施。マリエントへの実習を休んでいる事について確認すると「冬に通うのが大変」「うみねこ幸房にて他者より裏切られたと言われる」との事であった。今後の社会生活や訓練の認識と就労への目標を再確認し、その後の実習継続は出来ている。
作業状況は、外のゴミ拾いでは早歩きで行う為、周囲のゴミを見逃している事がある。また、館内の掃き掃除でも、雑になることがあり、また周囲に対する注意力が欠けており、側にお客様がいても気づかず掃除をしている時がある為、ホコリがたたないよう見本みせる必要があったが、指導後は直す事ができている。しかし、急いで行う傾向は継続して見られている。H22.1より社会適応訓練開始に伴い、月・水・金の週3日、10時～12時で訓練を実施。

最近の作業状況として、マリエントの担当者より報告を受ける。最近、特定の作業（ごみ拾い）を選り好んで行っているような気がするとの事で、また、作業についても雑さがでてきたり、ゴミ拾いでも吹き溜まった土を片付けないなど、１つの作業でも臨機応変や気が利かない場面があるとの事。また、自己の振り返りでもお客様に挨拶をしなくなったと、話している。
【その他】

外来受診を毎週水曜日から土曜日に変更したり、現在、入居中のパンションにて食費について、独断で交渉（掃除をするから食費を安くして欲しい）をするなどの行為が見られている。
食費に関しては、地デジ対応のテレビが欲しいとの事でお金を貯めるとの理由であったが、ゲーム機を売るなどして、テレビは購入している。生活費に不足部分はない。
【現在の週間スケジュール】
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	支援内容
	介入方法
	支援期間

	就労支援
	・月1回の定期訪問を行い、訓練状況を確認。
・作業において、事業所ならびに本人より不安な面などが挙げられた際は、作業の同行支援を行い、本人または事業所へ作業の仕方などをアドバイスする。
・1ヶ月のスパンで本人、事業所と目標の擦り合わせを行い、作業時間の延長や日数の拡大を検討していく。その際は、関係機関とのケース会議を予定。
・空笑などの精神症状が見られる時は状況確認を速やかに行い、主治医へ報告する。その際は関係機関へも情報提供を行う。（みちのく記念病院・八戸保健所・パンションリヴィエラ・うみねこ幸房）
・不安な事や嫌な事に対し、欠席する傾向がある為、些細な事でも相談するよう説明する。また青明舎からでもアプローチを行っていく。

・これまで短期間でしか就労を行えずにいたため、飽きやすい。そのため、就労・訓練に当っては、こまめに振り返りを行い、スモールステップでの目標達成を図っていく。
	3ヶ月

	生活支援
	・相談をせずに自己判断でサービス利用などを変更する事がある為、相談してから行うよう説明。または、機関で情報交換を行っていく。
・日中の余暇時間が多くなるため、嗜好品やゲーム、DVDなどの無駄遣いが多くなる危険がある。金銭管理が困難と判断した場合
⇒生活保護受給後に必要な生活費を細かく挙げ、金銭使途と額について具体的な金額を出し本人と確認する。また小遣い帳の記入も検討する。
⇒日中活動の検討。


	継続





八戸市在住








八戸市在住








千葉県木更津市在住





本人


























